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関連書籍
江戸期実景図の研究
鶴岡明美　著

谷文晁「公余探勝図」を端緒とする江戸時代後期に
盛行した、記録性を重視した実景表現による作品群に
ついて、諸作例の作風の特質を分析し、描き続けられ
受容されるに至った背景について、歴史的事象との関
連性を明示した。実景図に具体的な検討を加え、その
表現の系譜を解明し、こうした表現方法が生成された
背景についての史的考察を試みた研究成果。

光琳論
定価26,400 円 ( 本体価 24,000 円 + 税 10%)

Ｂ5判上製函入　本文 348頁　口絵 16頁

仲町啓子　著

ISBN 978-4-8055-0880-0

江戸時代を代表する琳派の絵師、尾形光琳（1658～1716）に
ついて、著者永年の研究を書下ろしにて集大成する。光琳の
子孫の小西家に伝わった文書・画稿類、さらには同年代の
資料を元に、光琳の伝記を再考することで、彼の絵画制作に
対する研鑽の跡を追った。先学の研究を参照しつつも、既知
の完成作品にも新たな解釈を加え、光琳の歩んだ道を描き
出すことを目的とし、その全体像を新たな視点から、かつ
一貫した構想によって捉えなおす。

武士の絵画
杉本欣久　著

ISBN 978-4-8055-0882-4

江戸時代における市長の中心であった儒教的価値観に
着目することによって、どのような歴史観が構築できるか
という観点から、江戸時代に生きた画家たちが憧憬した
「文人」の精神や生き方を捉え、その絵画の成立背景を
明らかにする。

定価 16,500 円 ( 本体価 15,000 円 + 税 10%)

ISBN 978-4-8055-0686-8
A5 判上製函入　本文 432頁　口絵 16頁A5判上製函入　本文 594頁　口絵 8頁

定価 16,500 円 ( 本体価 15,000 円 + 税 10%)

2020 年 9 月刊 2020 年 10 月刊 2012 年 10 月刊

中国絵画の受容と
　　文人精神の展開

日本美術史において等閑視されてきた女性画家に光を当てる

【國華賞・徳川賞受賞】


